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「新興国の政治発展にふ、

ける軍一一比較分析i土上ノう試論一一』
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新興悶の政治発展において，箪は輩命勢力とLての役

割を巣たし，またあるときは政治の安定化もしくは近代

化のための推進力として重要な役；i8Jを来 fこ！てきてい

本書はこの軍の役割の比較分析を，；.｛］人「新興諸国

の丈iでと軍部との関係の種々の riノI一， ,'C允明するため

に、 ~，＇. J ）諸制度と軍部エリー卜に. ) L、亡、？千凋共通の特

徴ど件「i~ 々の相違点を明確に 1 るこ土 ( t ；（がき）をね

らづている。

著者はシカゴ大学社会学教授兼社会組織研究センタ一

所長で，本書は同教授がシカゴ大学「新興国比較研究委

員会」（E.A. Shils司D.Apterの両教授が創設）のセミナ

ー燃加の成果であり，同教授には軍を取り扱ったものと

Lてほ；／）＇に TheProfessional Soldier；ム1Political 

a ml品ィ・ialPortrait (Glencoe, lll.‘i「recドress,1 %0) 

山民：けがふる。本書の構成l上ノjぎの王；JiJ 

士えカ‘き

1. 比較分析のストラテジー

文民と軍部の関係（先進国と新興国），時史的・

経済的次元司社会構造と箪事組織

2. 2夜の内部組織

組織型，技能構造とキャリア・ライン，相会的新

民i政募と教育，職業的・政ihi'iJ＇.チイロギー， i疑

民と分裂

:i. 市隊と社会

れ会的・経済的機能，政治介入れ ｝］・；：，政治的均

衡の先行条例－

付 録軍部エリート分析に関する社会午的覚えた

日

本書；の目的は軍の内部組織がその政治能力を決定する

との観点〔がら，文民と軍部の関係をJEPJIすることにあ

i）、 A：，笠国と新興国聞の比較分析、な，，び（.軍の政治介
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入の範聞と形式につし、て，新興国相互間の比較分析を行

なうことに焦点がおかれている。なお，ラテン・アメリ

カ諸国はここにとりあげる新興国と歴史的に違った闘争

と応化の過程をもつことを現尚に，本研究の対象から除

外されてL、る b

主l'I ・tr1;左単部の関係」では，先進i説のモテルであ

る民放政治，民主主義，全体主義の三つは，新興諮問で

I t軍が丘、く関内の経済的・社会的・政治的変革に関与し

ているので新興諸国のモデルとしては役にたたない。そ

こで符？？は，新興悶51の軍をつぎの五つのダイヅに分

け，件Ii＜！の人円数，独立flfl，軍の政治的役’例，ならび

に照史的起源を表にまとめながら，文民と箪部の関係を

検討している（この表は紙面の関係で訳裁できぬが，そ

れt'Ift；として l,誠に興味深Uう。

-Jーなわち，／1）権威主義的個人支配（軍は出家主権の標

誌であるハ エチオピア），(2）権威主義的大衆政党支記

（軍は！F..J家主権の単なる標識として存在するυ ーガー

了，，，ギ二ア）， (3）民主的競争・半競争組織（文官

優位の原理が作用している。 7 ラヤ，インド，フィ

リピン，セイロン，チュニジア，イスラエル，モロッコ

など）， (4）文民と軍部の連合（軍は政治集団関の審判員

としての役割をもっている。 トルコ，インドネシア

など＼（出家持fl寡頭指！（軍は政治的支配ゲルーずである。

ケムヒル7，ノミキスタン，イ弓ケ， fエメン，ス

ての分納につ，；く「歴史的・経淡！r'.J次7じi0）一；におい

て．許°I'll土！新興国の政治発展における誕の比較分析

は，これらの箪が形成された歴史的・経済的要閣の検討

から始まる」（p.8）と述べ，文化地浬上の相違，箪の歴

史的起源，主誌の政治的役割と独立後の時間的経過の関

連，人口分布と軍事組織の規模，軍事支出と国家予算の

比不等あムゆる比較検討を試みるが，「三れムの要因は

せし、ぜし、新興国における箪の政治的役’:,t;:11の十日違を理解す

に、【i!: .. ・，どIFなる手引きにすぎなし、J(p‘山）土述べ

てトる！なおここで新興諸国の寧に関する民礎データと

Lご人II数、よ：ct｛数，将校数，陸軍と全従土の組織比率，

E転車交／Hレベル，および経済発展指標がふたたび表にま
とめられ，読者の理解に役立てようとしているG

以上の作業を基礎として，つぎに寧の政治行動ノfター

ンならびに箪が政治的支配グループとなり，民衆の政治

的支持をうる際に逢着する問題点に円いて，つぎの五つ

の命題を設定L，解明がなされてu、るο

/1)「組織刑！ C' I土，新興国の寧の組織にはてつの共通



した仮iff討があることをt旨J商している， Jなわち第 1はー
第2次大戦時代の典型的通常兵力（歩兵中心の部隊編成）

を拡充する方向にあること，第2は軍が国内響察機能を

強化することである。多くの新興国では社会秩序と法体

制が脆いので， E震は国内治安の機能をも果たさなければ

ならな＼， 'o 民主的モデルの文民優位制のもとでは，政治

的強制力の行使には，対内的・対外的に明瞭な組織区分

がある。「社会的・政治的変動の動因として軍の役割を

評価するとき，新興国では軍の非軍事的機能が特に重要

であるJCr. :n）。

(2) 軍とL、う職業はしだいに文民化される傾向にある

が，新興同の将校同には政治的指導権の維持に必要な政

治手腕（政治的取引やコミュニケーションおよび悶民の

問に箪隊びいきを育てることなど）に限度がある。たし、

ていの将校は軍司令官であるよりむしろ武力の管理者と

して管理的技能が磨かれるが，これらは臨機応変の動員

態勢に備えるものなので，軍の管理技能と政治的指導の

技能との聞には明らかに相iきがある，と著者は指摘して，

軍の「技能構造とキャリア・ラインJを究明している。

ここでは軍部管理者のもつ技能が文民に議被されうるも

のかどうかの検討が中心となっている。っかで著者は軍

部キャリア.!Jイプを prescribedcareerと adaptive

careerに区別する。前者は高級幕僚学校卒で，普通の司令

官と幕僚任務につく理想的将校キャリアであるが，後者

は前者と違った経験（たとえば教育機関勤務や海外駐在

武宵勤務）’を持ったいわゆる marginalmanの概念が適

用できるタイ7。である。新興国ではこれらの“arlaptive門

将校が絶大な影響力を有しているc

(:1) 「新兵徴募と教育J一一ヨーロソパの軍隊のモヂ、Fレ

は，封建貴族と上流階級出身者で占められていたが，新

興国の軍隊は中産階級から兵を徴募するわヨーロ、ソパで

はこの貴族的伝統が軍の政治介入を制限してきたが，新

興国の軍にはこの歴史的伝統が欠けている。また奥村地

域もしくは hinterland出身者が多くなり， 職業軍人に

は反都会意識が強い〈軍は職業的威信のヒエラルヒーで

巾｛if：に孫ちているが，貧閃家庭の青-ifたちは社会的作動

作を求めて多数軍を志願するc 一方，新興国の将校教Tf

Ii－－績の職業教育となり，主た軍人の外国留学は任会変

動に関心を存せるものや，政治的関心を強める結果tcL

fこf》寸－＂

（』） 新興国の将校関の「職業的・政治的イデオロギーl

には，（イ）強烈なナショナリズムと国民的。体感，（ロ）強い

禁慾主義と汚職絶対反対，付社会的・政治的・経済的変

書評

革を達成する基礎として集産主義公営企業を認めること

（この点は先進国と異なる， 1962年のシリアの軍部クー

デ宇一後「建設的で公正な社会主義」が将校団により宣

明された），付政党政治ならびに文民政治家に対する不

信の数々がある。将校のうける教育は歴史的感覚や自己

批判カを育成することなく，集団帰属意識を高め，軍の

独断性を強化したの

(51 凝集カは，その政治行為を決定する軍の内部組織

の重要な側面であるO この社会的凝集力は，第1次集団

的問結と個人相互の忠誠心に基づくが，この団結は党派

(1）となり組織的分裂を招く。凝集カは権威と制裁制度，

公正な報酬と進級，組織的目的意識を要求する。新興同

の軍ではこの「凝集力と分裂」とが種族的・宗教的背景

とともに組織やキャリアによって惹起される。世代聞の

分裂，都市周辺勤務と地方駐屯地勤務将校聞の分裂，三

軍問の対抗も分裂を増大するQ 日常業務担当と政策・行

政市担当将校問の分裂，正規戦参加経験者とゲリラ戦か

らの編入者聞の分裂もみられる。

固

以上の軍の内部組織の分析から，著者は軍隊と市民社

会との関係の分析にうつる。

曜のもつ「社会的・経済的機能」の第1は，軍が技術

的・行政的技能の研修の場として寄与することであり．

第2は，軍自体ならびに文民社会の必要に応ずるために，

経済的企業体（製造プラン卜からデパートまで経営して

いるビルマは好例である）を経営していることである。

製薬予製鉄，セメン卜，造船から士地干拓事業にまで軍

が手をのばすこともあり，インドネシア，イスラエル，

工ジデトの諸問では，退役将校が政府企業の重要ポスト

についている。その他，集団移住計画や家族計画をも台

め経済的側面での軍の寄与は大きい。また軍は社会的に

も，読み書き能力と市民教育の面で絶大な力をもっO 環

境が同一であることから国民的一体感が生まれるし営

内生活における平等の取扱u、が軍の結合意識とともに村

会的連帯性をうみだす。とくにイスラエル， トルコ＇ I/ 

イ， zジヅトの諸国では，軍は国民の基礎教育機関とな

寸ている。 1962年， トルコ陸軍は政府の文盲対策計爾に

上宵候補生17:,1000名を参加させた。軍は一方で，軍隊

パレード等により同民の民族主義感情を平年蒙するために

も役立つてし‘る。

「政？削「入の力学J一一新興国の独立にとって近代化

は不iiJ欠の側面であるが，このために新しし、社会形態の

9ラ
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＝二二＝＝二審 委f

大衆参加（， Jまりn会的動Cl）を発述、きナて Lが必＇］；＇
となる。 tLも政治円標が［強圧j上りもは見i！手ji二あ
るkするならば，大衆的政治基盤を伸展させる能力を軍

部がもっ口、るかどペか． 三 L 、った見地か~，＇￥告ll寡重良市：］

を評価することが必要警である。軍部寡頭制下の軍が，そ

の協力を行使する方式の違lいは軍の内i祁統語！Jたらび仁｛也

の政治集団や国民大衆との関係によって:'t:じてb、る〈 ト

yレコの Ata↑urkは，政党活動をする¥Ji'ヘを退役させ，十

I ＜：土外交告として局流しはしたが，内部派閥争ヤlt ,:' 

びしく牽制されなければならない。ここで著者は，工ジ

7 卜、パキてタン，韓国，ヒ＇ c＂？の， 1カ国に J山、て，？千

間会比較しながら大衆参加の様相の歴史的過程を叙述し

ぺ、る。 ち軍部のtつ政治的役害I］がi時内自＇Jに広が，て
くると，その指導者はなおいっそう外交問題の処理に関

Jj Lてくる f 新興諸国には、 qt一国依イf今の国（少イ， ト

ルコ，パキスタンなどのように，先進 Lカffilと地域的女

全保障体制にある国〕と複数国依存の国（これには，エ

:f'寸ピアの上うに内部の軍部7＇ロ、ソヴの台頭そ i狙止す;c,

ためにこの政策を採っている閣や，ピルマ，イン戸のよ

「lに国際的勢力均衡におけどp'P立主諸政策を掲グる！和

があり，後者の典型はインドネシア（陸・海・空各箪の

約十交をおc，おのア Jリカ， fギリスお主びヨ一宮、ソノ；i渚

悶に派遣，研修させてし、る〕である。新興諸国は国境紛

争その他，新興国間の係争問題から免れられない一方‘

マLーシア政治統 4問題，エジプト合，1，心去する汎7ヲ

ブの善計Jき，アフリカにおける輩事的地域ブロッケ化の働J

r,,1，国連軍作戦への参加にみじ〉れる上〉に，！弓際E交われ

場からのがれることもできなくなってし、るO かくして，

新興国の；中：i士固内政ii，と外交政策の［1h
えなくなるO

1政治的均衡め先行条件jでほ，「占典的：〈で主義理稔

に関心をtつ学者it，これまで軍の政治的，p-,'J:性が民L

的政治組織の本質的構成要素であると主張してきたが，

これの再構口止の意味で，文民と軍部の関係の民主制モ子

yレ環論i士，新興諸国の政治目標に適している」（pp.101 
～1()2）とjι《た（／） :, Y 「新穂同に欠；fてし‘乙ιのは－u¥':
政治家と軍部との相互信頼の基盤であり」（p.104), Iも

L i，政J台t.t,r・『が軍部寡頭帝I］の崩壊まで待たればならなL、
なら，その結果は，秩序があリ，人道的な；'i代化のi品I'il

への道ではないて、あろう。おそらく‘軍部努；頭制におけ

ろl人］部分以日動のle白域的結末i主，最初にその政治能力を

破壊し，右演と左翼の戦闘的権威主義運動の勃興に道を

ll円＜だろλI(p. lO(iJと結諭してUる》なお，著者；土
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［はしがき」で、「この分析は第2次大戦後生じてレる

軍部寡頭取！の過渡的性格を明確にするJ（れりと述べ亡い

るが，さきの軍の職業分析を通して，寡頭併jを含む「現

代の文民E軍部とのノミヲーンは本質的に過浪fのであると

述べることは過曾ではない」（p.103）と説u、ている。

没後の「付録jで著者は，「エ IJートの社会的成層の

パゲーン分析は，近代社公構造の包括的理解にとって必

要条件であるJ(p. 107）と述べて、 (1）政治的箪部エリー

トのモデJレ，（2）技術的発展;If向の影響，（3）教化（indoct-

rination）の傾向，のさつにわけで，軍部エリートに関

1_ Ti干の解明を試み、これ主で述へてきたf!IL漁の整rwと
して？宏一、立っている。

(I) 文民と軍吉＼＼(7）関係に，－）いて前述されたと同じく，

モデソレとして貴族政治，民主主義，全体主義，兵営国家

(garrison stat巴）を考え，文民エリートと軍部エリートの

社会的・機古主的関係を考究しているの

(2) 先進工業国では戦争（戦争準備）の技術的発展が

軍部エ！！ートの職、業｛とをもたらした》すなわち，主要はし

だヤに政府または実業組織と共通の特色を帯びてくる。

市郎エりートの丈Kfヒがおこる。とれらは，（1）将校徴募

慕盤の社会的民主化（徴募の社会的基盤が広範となる。

トゥプリーダーの異質化の憎大，軍の社会的威信の変

化），（ロ）組織権威の基底における変化（最高可令官の中心

的関心は，厳正な規律よりも高度のイニシァティヴとモ

7ノレの維持にある。「支配Jから F操作j ，－，の軍命令の

変化），付箪部と文民エリート間の技能的差兵の縮小化

（軍部＼アネージメ LトとL勺新レぜ、職務の出現は，百人

に文民行政官・政治的リーダーと共通の技能と志向（ori-

entation）を求める；そこで，軍組織から文民組織へ技能

のtransferabilityが培大する）とな J Pて現われる。

(3) 教化（indoctrination）における傾向

かつてアメ IJカでは，市の毅員に対する教化は，京隊

における人的ファクターと軍事行動の政治的影響の討議

会避けにきたが，第2次大戦後の新しい教化では，職業

正人に政治的・社会的・経済的問題につしての意見を与

えるよ月に企画されている しかし著者は「民主的エリ

ートモ子，rのR(I'）を達成すろには， 文民と軍需の投句iの
!AlJリを維持し，固定化させることが必要だ」（p.125）と

強』溺してし、る。

IV 

以上はなはだ平面的であるが，本舎の内容を概説した。

／己来，軍の比較研究はインフォメーションや資料の不
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)lによノミ；tj c，ろんのこと守不l土粗野で、型f?liなfl会組織

と毛嫌Uと；／，.で，社会科挙｛！汗先手徒の問題傾J1,t外のもの

として長い間なおざりにされてきたが，最近では軍に関

する政治社会学的研究がしだいに多くな J》てきてヤる。

本書（｝）特色♂〕第1は，こ内’中という閉鎖的打会組織に

対L,tL会・＇／：（（］ アプロ－ r－今ぷみたことにある もちろ

ん，本来なら fieldworkを必婆とするものでも，不可

能な面が多く，十分な実証的解明がなされていなし、むき

もあるが 持者に色々と新しい問題意識をい t~かせる点、

では好菩ど Eおもう。第川主可新興国の文f(I:'ボ郊の関

係把握。）資料として，新興同1i:ト数カ国を対象にし，積

々な指標ti:朋し、てこれらを繁理分類し，基礎ヂータの提

供につとめた点であλうn ただし，人II分布と賞者の組織

規模の関係といったあま I)/J"、長i，なさそうなJ(i11につい

ての比；~；Lなきれている なおliiT述のと主Jfl, ラテン・

アメリ 1；；；者同が研究対象力道九除外されてし、るが，その理

由や根拠があまり説得的でないため，本研究成果の功績

を減少させてu、る感がある。第3は，新興閣に適した文

書時

i止と軍部との街｛系全j//j写する擦に、先進国の基本モテル

として貴族政治，民主主義，全体主義の三つをあげて議

論を展開していることである。しかしこれらがそヂルと

して適当かどうかの検討はなされていないので，読手千各

Iiの{iff究課題として浅された格好ーにな－，ている。

とごろで著-ffは。エゾプト，韓［可における大衆的な政治

基盤の確立の例ならびにトルコのAtaturkの政策をひき

あいに出しながら，軍部寡頭制は過渡的なものと断言し

ているc箪の政治介入力2一時的たものであるとの見解は，

'ff！＇：γてけに娘ムず， Max F. Millikan編 TheEm，’rgi尺江

Nation., Their Growth and U. S. Policy、1961で

も，同じ見通しが述べられている（邦訳『低開発諸国の

近代化』 51ページ〕。しかし軍の動向は園内の勢力関係

it ii士，ろんのこと，その国を取り巻く国際的緊張と勢力

均衡左の相関関係に主って強い影響をうける。したが，p

て文民と軍部の関係だけに基づいた見通しは，あまりに

も静態的かつ楽観的であるようにおもう。

（調査業務部銅惰）
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